
１．はじめに

研究室では、長年にわたりキャピラリー LCの高性能化を

目標に研究を進めてきたが、その中で研究を支えてくれた器

具、部品、ノウハウなどがたくさんある。本稿ではそれらを

いくつか紹介し、キャピラリー LCに興味をもたれる研究者

の皆様に少しでも役に立つことがあれば幸いである。

２．簡易ポンプ

２．１ ガスタイトシリンジを装着したマイクロフィーダー

ガスタイトシリンジを装着したマイクロフィーダーは、サ

ブ µL/min～数１０µL/minの流量を達成するのに都合がよい。

ガスタイトシリンジの耐圧性が７

MPa程度であるので流量の制限

はあるが、洗浄を含めて数 mlの

移動相を用意すれば分離検討実験

ができるので非常に都合がよい。

図１のマイクロフィーダーは東電

機工業製のものであるが、廃業の

ため現在は手に入れることはでき

ない。このマイクロフィーダーに

伊藤製作所のMS−GAN050（０．５

mL）あるいはMS−GAN025（０．２５

mL）ガスタイトシリンジを装着

して利用している。このマイクロフィーダーの場合、歯車の

選択および使用するシリンジの断面積に依存して１０種類の流

量が選択できる。

最近になってエルテックス社から図２に示すような簡易シ

リンジ型ポンプが市販されている。シリンジとして伊藤製作

所のMS−GAN050（０．５mL）を装着すると、０．１～３０．０µL/

minの流量が選択できる。

２．２ ガス圧を利用した送液

透過性の高いモノリス型キャピラリーカラムを分離カラム

として利用する場合、数気圧で通常の分離を達成できること

がある。このような場合、ガス（窒素、ヘリウム、アルゴン

など）圧送液で充分目的を達成できる。移動相は切替バルブ

に装着したループに満たされる。

３．インジェクター

研究室で利用しているインジェクターとして、Upchurch

Scientific社製のM−435 Micro Injection Valveや Valco社製の

C4 Microbore Internal Sample Injectorなどがある。前者の場

合、試料注入体積は装着するループの体積になるが、ループ

の素材として外径０．３７５mm×内径０．０７５mm（または０．０５

mm）の PEEKチューブが適している。実際の試料注入体積

は溝の体積（約０．０５µL）とループの体積を加えた値となる。

一方、後者の場合、注入体積は０．０１、０．０２または０．０５µLな

どが選択できる。
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PEEK−tube loop, 0.075 mm

図１ マイクロフィ
ーダー（東電
機工業製）

図２ マイクロフィーダー（８３００シ
リーズ：エルテックス社製
http://l−tex.net/syringe_pump/）

図３ M−435 Micro Injection Valveから調
製したインジェクター
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４．分離カラム

分離カラムはフューズドシリカキャピラリーを使用して作

製している。フューズドシリカキャピラリーを用いると、他

の材質のチューブから作製したカラムより高い性能を達成す

ることができる。図４の場合にはテフロン管を連結管とし、

石英ウールをフィルターとして使用している。

ユニオンを使用して分離カラムを調製することで分離カラ

ムの耐圧性を高めることができる。この場合には、フィル

ターとして１�１６″あるいは１�３２″のスクリーンが有用であ
る。スクリーンは厚みが小さく（～０．０７５mm）、試料成分の

拡散が抑えられる。スクリーンの SEM写真を図５に示す。

５．アクセサリー

５．１ 各種チューブ

キャピラリー LCでよく利用されるフューズドシリカキャ

ピラリーの外径（約０．３６mm）を鑑み、同程度の内外径を有

する PEEKチューブが市販されており、連結などに利用でき

る。０．０１５″（０．３８mm）ID×１�１６″OD、０．０５０mm ID×０．３６

mm OD、０．０７５mm ID×０．３６mm ODなどは有用である。

０．０１５″（０．３８mm）ID×１�１６″ODサイズのチューブは、

PEEKの他に PTFE（テフロン）管や FEPなどで同等のもの

が市販されており利用できる。

５．２ ナノ Yコネクター

図６のナノ Yコネクター（NanoTight Y Connector; Up-

church Scientific）はキャピラリー LCにおいてスプリットや

ポストカラム反応を行うのに有用である。デッドボリューム

は公称１７nlである。

５．３ その他の治具

研究室で利用しているその他の治具を紹介する。

図６ ナノ Yコネクター

石石英英ウウーールル

図７ 背圧用シリンジ
検出器の下流側にガスタイトシリンジを取り付けておく
と、フローセルに適当な背圧がかかり、気泡の発生を抑え
ることができる。さらに、流量のチェックや廃液溜めとし
ても機能する。

図４ 充填キャピラリーカラム

図８ マイクロトーチ
テフロン管を加熱して加工する
のに有用である。

（拡大図）

図９ 孔径調節器
テフロン管に石英ウールを入れ
る際やテフロン管の内径を少し拡
大するのに使用する。図５ スクリーン（１�１６″外径）の SEM写真
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